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研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

（１）　第１８８号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　２０１７年１０月１０日（火）

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う

三
重
大
学
の
学
生
バ
イ
ト
は
日
本
一
安
い
!?

三
重
大
の
賃
金
思
想
が
露
骨
に
反
映

　

「
賃
金
単
価
（
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
学
内
単
価
）
の
改
正
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
事
務
連
絡
が
、
先
週
29
日
に
来
ま
し
た
。「
こ
ん
な
レ
ベ
ル

で
バ
イ
ト
代
を
設
定
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
」。
こ
れ
ぞ
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
。
旧
単
価
の
最
低
部
分
を
、
こ
の
10
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た

三
重
県
地
域
別
最
低
賃
金
で
あ
る
８
２
０
円
に
合
わ
せ
た
だ
け
の
「
改

定
」
に
、
批
判
の
声
が
出
さ
れ
そ
う
で
す
。

　
最
低
賃
金
法
４
条
は
、「
使

用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
に
対
し
、
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
ま
す
。
ま
た
賃
金
が
こ
の
最

低
賃
金
の
水
準
に
満
た
な
い
場

合
、
同
２
項
は
、「
そ
の
部
分
に

つ
い
て
は
無
効
と
す
る
」
と
し
、

さ
ら
に
「
無
効
と
な
つ
た
部
分

は
、
最
低
賃
金
と
同
様
の
定
を

し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
し
ま

す
。
問
題
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
法
的
な
規
制
が
国
か
ら
課
せ

ら
れ
て
い
る
の
か
で
す
。

　
最
低
賃
金
法
の
一
般
法
で
あ

る
労
働
基
準
法
１
条
は
、「
労

働
条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る

に
値
す
る
生
活
を
営
む
た
め
の

必
要
を
充
た
す
べ
き
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
ま
す
。

　
大
学
当
局
は
、「
８
２
０
円
」

で
学
生
が
「
人
た
る
に
値
す
る

生
活
」
を
営
め
る
と
で
も
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

最

低

賃

金

は

せ

め

て

１
０
０
０
円
を
と
い
う
の
が
、

世
間
の
流
れ
で
す
。
ま
た
愛
知

県
労
働
組
合
総
連
合
が
実
施

し
た
生
計
費
調
査
に
よ
る
と
、

ま
と
も
な
暮
ら
し
に
は
時
給

１
５
０
０
円
が
必
要
と
の
試
算

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
く
ら
学
生
が
大
学
の
バ
イ

ト
で
の
み
生
活
し
て
い
な
い
と

し
て
も
８
２
０
円
は
不
当
で
す
。

　
最
低
賃
金
さ
え
払
え
ば
違
法

で
な
い
の
で
許
さ
れ
る
。
む
し

ろ
経
営
と
し
て
賢
明
で
あ
る
―

―
こ
の
姿
勢
は
、
先
日
の
継
続

雇
用
の
事
務
補
佐
員
の
賃
金
改

定
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
賃
金
が
労
働

者
の
生
活
の
糧
で
あ
る
と
の
発

想
も
、
大
学
の
経
営
が
労
働
者

の
生
活
に
責
任
を
持
つ
と
い
う

思
想
が
皆
無
で
す
。
ま
た
「
労

働
者
の
生
活
の
た
め
の
大
学
の

経
費
負
担
増
大
は
許
さ
な
い
」

と
の
姿
勢
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
直
ち
に
改
善
が
必
要
で
す
。

総
選
挙
で
す
。
将
来
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
残
す
た
め
に

こ
れ
ぞ
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
！



安全保障技術研究
推進制度

２０１７年１０月１０日（火）　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１８８号　（２）

非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう

日本学術会議

イ
ン
パ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
を
公
表

日本学術会議声明に対する
　　　　　　各大学・学協会の対応
■審議体制を整備した事例

　豊橋技術科学大学／東京電機大学

■声明に沿った対応をとるとした事例

○日本学術会議の声明の趣旨に沿った内容で、学長による

声明の発表、方針の策定や相談窓口の整備等の対応

　法政大学／関西大学／滋賀県立大学／広島市立大学／中

央大学／静岡県立大学

○審査委員会を設置

　高知工科大学

○安全保障技術研究推進制度には事実上応募しない方針

　新潟大学／信州大学／広島大学／長崎大学／琉球大学

■今年度は防衛装備庁の制度に応募しないとした事例

　帯広畜産大学／東京工業大学／神奈川工科大学／山口東

京理科大学／北見工業大学／室蘭工業大学

■声明の周知を図っている事例

　日本私立大学団体連合会

■学協会等の反応

　日本科学者会議：３月の全国常任幹事会で支持の表明

　日本看護系学会協議会：その会員学会に対し、声明の内

　　容の周知を図り、議論し、理解を深める、各学会にお

　　ける研究ガイドラインの整備のための準備を進める等

　日本社会医学会は、声明を受けて、①軍事目的の研究は

　　絶対に行わない、②国内外の軍事目的の研究費を使用

　　した論文を学会誌に掲載しないとした

　日本工学会：では多様な研究者を抱えているので、ガイ

　　ドラインは作らない

　日本地球惑星科学連合：2017年度大会において、安全保

　　障技術研究推進制度に関するセッションが設けられ、日

　　本学術会議の声明についての報告

市民社会等の反応

■声明に対する肯定的な反応

　「今回、成案を得た意味は大きい。日本の学術界は軍事研

究を禁じる声明の精神の具体化に、初めて一歩を踏み出す

ことになる」「総じて厳しい研究環境を迫られるなか、科学

者たちが集い、学問の原点を再確認したことを評価したい」

■声明に対する批判的な見解

　「声明が求める技術的・倫理的審査は、研究に新たな制約

を課すこととなり、かえって学問の自由を阻害し、研究現場

を委縮させる」／「日本の平和と安全を願い、防衛技術の

向上に貢献したいと考える研究者の「学問の自由」を奪うこ

とになる」「自衛目的の研究が『戦争を目的とする科学の研

究』に含まれるのかどうかという点について、十分な合意

が形成されていないのではないか」など。

「
軍
事
的
安
全
保
障
研
究
に
関
す
る
声
明
」
に
関
す
る

防衛装備庁

　
去
る
３
月
24
日
に
日
本
学

術
会
議
が
発
し
た
「
軍
事
的
安

全
保
障
研
究
に
関
す
る
声
明
」

が
、
そ
の
後
社
会
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い

て
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト

が
」
９
月
15
日
、
同
幹
事
会
で

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
各
大
学
や
学
協

会
の
と
り
く
み
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

追
求
す
べ
き
は
、
何
よ
り
も
学

術
の
健
全
な
発
展
で
あ
り
、
そ

れ
を
通
じ
て
社
会
か
ら
の
負
託

に
応
え
る
こ
と
」
を
前
提
に
、

軍
事
研
究
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
に
際
し
て
、「
研
究
の
入

り
口
で
研
究
資
金
の
出
所
等
に

関
す
る
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら

れ
」、
判
別
が
つ
か
な
い
場
合

は
「
そ
の
適
切
性
を
目
的
、
方

法
、
応
用
の
妥
当
性
の
観
点
か

ら
技
術
的
・
倫
理
的
に
審
査
す

る
制
度
を
設
け
る
」
と
し
て
、

科
学
者
自
身
の
自
主
的
自
治

的
判
断
に
委
ね
た
同
声
明
に
つ

い
て
、
そ
の
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
自
身
に
よ
る
判
断
の
基
準

お
よ
び
方
法
・
制
度
の
構
築
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
大

学
で
制
度
づ
く
り
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
重
大
学
で
も
、
と
り
あ
え

ず
駒
田
学
長
の
時
代
に
は
受
け

入
れ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
将
来
ア
メ
リ
カ
軍
や
、

場
合
に
よ
っ
て
は
軍
事
企
業
か

ら
の
研
究
資
金
提
供
の
動
き
が

あ
っ
た
場
合
に
三
重
大
学
が
ど

う
る
の
か
、
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
基
準
や
審
査
機

関
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。


